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1-2 TAL の目的 

1-2-1 省エネルギー 

照明による CO2の排出量は、図 1に示すように、全体排出量の 5%であるものの、電力由来の CO2排出

量の 20%を占める。さらに図 2 に示すその内訳をみると、産業部門は意外に少なく、業務部門と家庭部

門の割合が大きいことが分かる。業務部門の照明とは、そのほとんどがオフィスにおいて照明によって

消費されているエネルギーである。オフィス照明の消費電力をいかにして削減するかが、今問われてい

る。 

東日本大震災後に発生した緊急の節電要請を受けて、関東圏の多くのオフィスでは間引き点灯が実施

された。その延長上に、作業面の照度を下げようという動きもあるが、必要とされる照明要件からみて、

闇雲に照度を下げることには問題が多い。 

一方、作業面照度をこれまでと同様に保ちながら消費電力を削減することは可能である。作業面で得ら

れる照度は光源からの距離の二乗に反比例するから、光源との距離を短くすれば少ない光出力で同じ照

度が得られる。作業面照度を確保する方法として、天井照明ではなくタスク照明を利用すればよく、すな

わち、TAL方式を採用すればよい。TALでは、オフィス照明をタスク照明とアンビエント照明に分離し、

タスク照明で机上面の照度を確保し、アンビエント照明で空間全体の明るさを確保する。発光効率の高

い光源を使った上で TAL を採用したオフィス照明が、現在もっとも高い省エネルギー性能を持つオフィ

ス照明であるといえよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 日本の CO2排出量（照明器具工業会パンフレットより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 照明の CO2排出量（照明器具工業会パンフレットより） 
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アンビエント照明は天井面を照らし、シェード付けることで鉛直方向の明るさに配慮

できる。タスク照明は調色、調光が可能。 

オフィスレイアウト後、全体の明るさ感を高めるために追加照明機器としてペンダン

トライト、ダウンライト、ウォールウォッシャライトを配置した。 

 

 

      

 

 

      

             

 

4）実施例  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

           

 

 

図 3.7 システム照明の詳細 

アンビエントライト タスクライト フレームアンビエントライト 

図 3.8 追加照明類 

ペンダントライト ダウンライトとウォールウォッシャーライト 

図 3.9 改修前(全般照明) 図 3.10 改修後（TAL） 

















































































 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 


